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1.1 �� !
MXFS は、ファイバーブラッグMf (FBG) ベースのセンサを4"してデーターT�する
ためのQuantum X ファミリのモジュールです。これは、HBK FiberSensing の7�ある
BraggMETER テクノロジーをベースにしており、ijブラッグピークの=7に�%�な
スイープレーザースキャンをN"しています。また、�OしたNISTにトレーサブルなe
I9�により、l3Am01をPい�
�'7した�Q1�=がPえます。�ダイナミ
ックレンジ・�0oのため、����Rや !な�=�"でも、�いpS)をqTしま
す。
このモジュールでは、q"のサンプリングレートにrUしたサンプリングレートのVな
る2つの_sモードが>)です。

MXFS DI
t�モード 100 S/s
��モード 2000 S/s
センサ/コネクタ（Wu(） 16
センサ/デバイス（Wu(） 128

フィルタリングとダウンサンプリングは、v+のモードで4"できます。
(てのファイバブラッググレーティングピークデータを 8`のGコネクタそれぞれにX
w$%し!3にデータ@Yすることにより�xのをMXFS-DI QuantumX BraggMETER
モジュールあたり128チャンネルという#lにcくのチャンネルを4"してデータT�
できます。
モジュールFのQuantumX ファミリは、E"アプリケーションzけに��されていま
す。このファミリの{Zモジュールは、�=タスクにUじて`aに[み�わせて4"で
き、インテリジェントな$%が>)です。MXFS では、 PTPv2 の!
が>)です。
MXFS BraggMETER モジュールには、 12 ヶ\のメンテナンスライセンスを~む
catman Easy ソフトウェアがA�しています。
QuantumXモジュールの]sに�する���な�Lは、QuantumXモジュールのドキュ
メントに��されています。^_のWebサイトでこのドキュメントをeIしてくださ
い。
�`は、�のa*にrUしています。

"# $%
1-MXFS8DI1/FC Dynamic Quantum X BraggMETER モジュール、FC/APC

Gコネクタ 8`Aき
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1.2 システムコンポーネント
MXFS セットには�のものが~まれます。

"# *+ $%
1-MXFS8DI1/FC 1 MXFS DIインテロゲーター

1 Catman Easy ソフトウェアライセンス

b$�oと�?は、�cの@りAけ+�と�7によってVなります。
モジュールをスタンドアロンとして_sさせるには、さらに�のdを��するefがあ
ります:

"# *+ $%
1-KAB271-3 1 �#コード
1-NTX001 1 �#アダプタ
1-KAB239-2 1 Ethernetクロスオーバーケーブル 2m

1.3 ソフトウェア
MXFSはオープンデータT�システムです。これは、cくのオペレーティング、pg、お
よびA_�ソフトウェアパッケージにh�できます。
ダウンロード>)なファイルは�のとおりです：
� MX Assistant および Common API ：モジュールの@Yおよびデータa)をサポート

するWiのjkデバイスアシスタント。
� catman Easy/AP : Wu 20,000 チャンネルの=7データを@Yするための:oな�%
�zけソフトウェアです。catmanEasy は、MXFS とともに&bコストなしでl�さ
れます。

� LabView のドライバ
� IEEE1394b FireWire" Windowsデバイスドライバ

1.4 ,-
MXFS は、 QuantumX ファミリーで4">)な!
+�にmいます：
� NTP
� PTPv2
� EtherCAT （CX27 no）
� IRIG-B （MX440B または MX840B no）

お.らせ
����と��の�	については、 QuantumX ユーザーマニュアル (A03031)
を��してください。
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2 ��および��に�する����

2.1 /0に�する����

2.1.1 1い2"の34
A�の�5の[み�わせ��アウトF'(AきビンとqRのバー�5が
�
にpAされている��は、�
がq��. 2002/96/EC
のr)であり、q���および9の3々でa`の�Tシステムを4"し
て*"されることを��します。すべての�/�
および�f�
は、
r�または�+As�が�7したT�t�をnoして、As�の���
ストリームまたは��とはaに��するefがあります。$い�
を*

�に��することで、�"や��の�uにvw+を�ぼす>)
を,xできます。
$い�
の��+�の�Lについては、�
を-�した.�オフィス、����yサー
ビス、または/��にお�い�わせください。HBKファイバーセンシングは、ANREEE
にz0されているメーカーです。「 Associa ç ã o Nacional para o Registo de
Equipamentos Electricos e Electricos 」（PT001434 ）にz0されています。
HBK FiberSensing _は、Amb3E _と「Utente 」タイプの�{を|}しました。
この�{により、メーカーの HBK Sensing _から E E E _への�fa および�fa 
の���~y（�/a および�fa の�*など）を�qに�~し、E _の HBK
FiberSensing _からAmb3E_へとの�/a の�1を��しました。

2.2 レーザーの678
MXFS Interrogator のコアにはレーザーが~まれています。レーザーは、�に¡2なG#
です。t0oレーザーでも、�の�に¡2が�ぶ>)
があります。レーザーGの�3

と��1がtいことは、�で��の#lに¢さなスポットに�dを�わせることがで
きることを��し、その}<、£��な��により���な?¤が��します。レーザ
ーは、9�とWu0o�oによっていくつかの'(クラスにp4されます：
クラス 1、クラス 1M、クラス 2、クラス 2M、クラス 3R、クラス 4。
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2.2.1 シンボル

5¥�5 クラス1のレーザー�5

2.2.2 クラス1レーザ－
MXFS はクラス 1 レーザー�
です：≪�lの]s2に�や��の?¤を�き6こす:
1のレーザー�jができないと¦�されるレーザーまたはレーザーシステム。≫
�lの4"�§¨では'(です。クラス 1 レーザーC*を4"するための'(f§はあ
りません。

レーザーの678
レーザータイプ ファイバーレーザー
レーザークラス（IEC 60825-1） 1
チャネルあたりの@ABC {0.3 mW（-5 dBm）
チャネルあたりのDEBC {0.5 mW（-3 dBm）
FG 1500～1600 nm

2.2.3 ��HなIJ��
レーザーC*を4"するすべての�は、リスクに��するefがあります。レーザーG
は��の�には�えませんが、ユーザーの�にダメージをªえる>)
があります。こ
のレーザーは、C*の�#をオンにすると6_されます。
ユーザーは、データアダプタの�«8¬に�をzけたり、Gコネクタが�われていない
45にしたりしないでください。�の9¤のリスクがuきい��は、lに*�な�の�
:がefです。Gチャンネルが4"されていない��（Gコネクタがインテロゲータに
$%されていない��）は、コネクタを*�なコネクタキャップで�:してください。
Gコネクタは、メンテナンスやd;のr)となります。メンテナンスB;については、
ページのセクション3.9 “��のトラブルシューティングを��してください41。
�<したインテロゲータを�けたり、­yしたりしないでください。­yおよびキャリ
ブレーションのためには、 HBKに=®するefがあります。
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2.3 �K

2.3.1 CEマーク

��
には CE マークがAいており、�
の'(
および��
*�
に�する>^する3"�なf§に��しています。これ
は、�の�.に��しています： Low Voltage Directive (LVD)
2014/35/EU – Electrical Safety Electromagnetic Compatibility
(EMC) Directive 2014/30/EU.
rUする*�¯��は、ごfcにUじてご°"いただけます。

2.3.2 UKCAマーク

��
には UKCA マークがAいており、�
の'(
および�
�*�
に�する>^する3"�なf§に��しています。こ
れは、�の�.に��しています：Low Voltage Directive (LVD)
2014/35/EU – Electrical Safety Electromagnetic Compatibility
(EMC) Directive 2014/30/EU.rUする*�¯��は、ごfcにU
じて�B>)です。

2.3.3 ATEXマーク

この�
はATEX
�を@Yしており、ATEX�.2014/34/EUの
f§に��しています。この�
にはExマーキングの�
をう
けており、IEC/EN 60079-28に��して�の�Mが�
されて
います。
� Zone 0 for gas group IIC;
� Zone 20 for dust group IIIC;
� Zone M1 for mining.

ATEX
�は、��の>)
のある�"でG±センサからのデータT�をするためにこの
�
を4"する��に*"されます。��
?^/とは、>�
のガス、�/、��、
>�
の�³により��の¡2
がある@´のことです。この�
は、��
?^/の
G±センサからデータを'(にT�するように��されています。したがって、'(に
4"するために、このマニュアルの� にmうことがAfです。

IJ
「 !"#$%」に�する&'
(�な)*の+にデバイスを�0してください。 !12はEN60079-28:2015に3って
45されました。 !12は、グループI、II、IIIのすべての�7で�2することができま
す。8コネクタの<=>? パワーは15 mWBCです。
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7に する #

2.3.3.1 LMとNO
$%、[み�て、および]s2は、C*を4"する3で*"されるテスト
�、�7、
および��をB¶してください。·えば、�のようなものがあります：
� National Electrical Code (NEC - NFPA 70) (USA);
� Canadian Electrical Code (CEC) (Canada):
¡2@´アプリケーションのその9の�7には、�のものがあります：
� IEC 60079-14 (international);
� EN 60079-14 (EC).

2.3.3.2 ネムプレートMXFS DI

D2.1 MXFSDIE�ラベル

2.3.4 PQ678
この�
は、¡2レベルHL1、HL2、およびHL3について、EN 45545-2:2016および
EN 45545-2:2020に��しています。XフレームなしでMXFSモジュールをCD'vに@り
Aける��、DIN EN 45545-2のセクション4.3のグループ�ルールにmって>�
�Eを
��するefはありません。

2.3.5 RSTUVBWXのYZ（[\への]"の^_）
23に� される�fa の�0��のB¶に�する�7マー
ク20



MXFS
�および
7に する #12

2.4 �`でabているcd
ユーザーの'(に�するAfな� #�は、¡に:Fして��されています。#�や 
�の>?を,xするためには、これらの� にmうことがAfです。

シンボル Je
IJ このGHは、#$IJK�の�LをMると、G¢な、

あるいは2£1の9¤#�につながる>)

を5¥しています。

�� この�5は、この'(f¤#�の;¶を¥ると、 �
>?につながるfg8について、ユーザーの
��を¸すものです。

hi
この�5は、��
またはその@り¦いに�する��
な��に�してユーザーの��を¸すものです。

ヒント
この�5は、ユーザーに§�つアプリケーションに�
するヒントなどの��を しています。

 !
この�5は、��
またはその@り¦いに�する��
にrしてユーザーの��を¸すものです。

N�する	O
�� ...

`¨�のテキストを:Fするには、º»を4"してい
ます。これにより、¼�の`©やファイル、½、¨へ
の��Aけをしています。

� このマーキングは、B;�のアクションを します。
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3 ��

3.1 コネクタ

D3.1 MXFS のP�DとE�D

1 Gコネクタ (FC/APC);
2 イーサネットコネクタ;
3 ステータスLED;
4 �#コネクタ;
5 FireWire コネクタ;
6 バックプレーンコネクタ;

3.2 k�

3.2.1 lm
モジュールをDC�¾に$%するモジュールのb$�oとI�� �¾@^はモデルによ
ってVなります。

MXFS DI
Wub$�o 30 W
� �# 12 V ~30]V

hi
FireWire:
をQした
RSTの)U:『モジュール3Wごとに�じ
Xの+	
RSTがYIです。
」
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メモ
Z�を�える
[
Rをモジュールにかけると、モジュールの\
が]�する^_%が
あります。
[
Rが`�aを`\ると、モジュールは
[オフになります。

]_B;2の�¾J¨を,ぐために、バッテリを4"する'vアプリケーションではバ
ッテリとモジュール�に、j¿��#C*（UPS）を�*することをªÀします。
3�!
データT�のために、'(のモジュールが FireWirenoで«Áに$%されてい
る��、�#�¾をループスルーできます。4"される�#パックは、*�な0oをl
�できるefがあります。
IEEE1394b FireWire$%ケーブルのWuI��¬は1.5 Aです。$%��が�い��は、

[を�dするYIがあります。
'(のアンプを#!
で_sさせる��は、a々に�¾� するefがあります(��
D3.2)。

NTX001

または

KAB271-3

KAB272

FireWire

または

D3.2 
[e0のfgオプション

3.2.2 PCおよびそのnのモジュールへのopと,-
QuantumX MXFSモジュールは、!じファミリの9のQuantumX/SomatXRモジュールと
!
するように��されており、データを!
@Yできます。この!
は、FireWireイ
ンターフェイスまたはEthernetインターフェイスをÂしてモジュールを$%することで
qTできます。また、MXFSモジュールはゲートウェイとしてa)し、FireWireをÂして
'(のモジュールから!
データをT�し、Ethernetインターフェイスケーブルを4"
してPCにK?することもできます。1�なタイミングを­®するには、MXFSモジュー
ルと9のデバイス�で*�な!
を��することがÃ>¯です。!
+�と¡7の�

の[み�わせの�Lについては、catmanソフトウェア�
マニュアル（A05566
02、104ページ、「3.2.6'(のデバイスの!
」）をeIしてください。
catman、MXAssistant、またはAPIを4"した!
+�の��：NTPまたはPTP!
がア
クティブまたは#アクティブになっている��、C*のÄ!
にはWu20°の3�がe
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fです。この�、ユニットはÄロックをqPし、システムLEDの±がオレンジ±に�わ
り、すべてのチャネルの=7Sがオーバーフローになります。この
�がn すると、
インテロゲーターは�lの_sに²ります。

3.2.2.1 qrのEthernetop

�#

TCP/IP、100 Mbps
KAB293-2

D3.3 hiのEthernetfg

メモ
j�kコンピュータではEthernetクロスオーバーケーブルをopするYIがあります。<
�のPC/ラップトップは、オートクロスr_をsえたEthernetインターフェースになって
います。このfgのためにEthernetパッチケーブルをopすることもできます。

3.2.2.2 PTP,-によるs*のEthernetop

�# Ethernet
PTPv2 スイッチ

12 V ～ 30V DC

D3.4 EthernetとPTPv2による��によるv�fg
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モジュールはEthernet PTPv2��スイッチをÂしてPCに$%できます。パッチケーブル
をªÀします。
Å¨にいくつかの·を します：
� HBKl�のEX23-R
� Siemensの³´>)な XR324-12M
� HirschmannのRSP20またはMACH1000
� HartingのHa-VIS FTS 3100-PTP
� Rockwell _の Stratix 5400
PTP Grandmaster クロックの·：
� MeinbergのLANTIME M600
� OmicronのOTMC 100
ここでµÂしたスター¶Lを4"すると、��のEthernetケーブルが$%Ã·でも9の
モジュールからの�=データがÆわれることはありません。

3.2.2.3 s*のEthernetopとFireWire,-

�#

D3.5 ��したEthernetによるv�fgのw

モジュールの�#�¾は、¬�の¶¸でFireWireをÂして� されます（FireWirenoで
Wu1.5 A；モジュールのb$�oについては、ページの、x3.2.1y
[ 「13」）
をeI 。
この$%¶Lの°d：9のモジュールは、EthernetケーブルがÇれている��でもアク
ティブのままです。
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3.2.2.4 そのnのfgなop
MXFS モジュールまたは MXFS と9の QuantumX モジュール�の$%には、9にもいく
つかの>)
があります。
� FireWire をÂした 1 つのモジュールの$%;
� FireWireをnoで'(のモジュールと$%;
� CX22 データ・レコーダへの$%;
� CAN バス0o?5の$%;
� アナログ0oの$%;
� EtherCAT または PROFINET noのリアルタイム0oの$%;
� など。…
���な Quantum X ユーザーマニュアルをeIしてください（ドキュメント A03031
は¹_ Web サイトからダウンロードできます）。

3.2.3 PC へのtuk�
モジュールは、Ethernet（Wu100 m）、FireWire（�/�にはWu5 m、G±�にはW
u300 m）、またはEtherCATnoでº��なPCに$%できます。
EthernetnoのTCP / IP�?では、�のdに��するefがあります：
� ソフトウェアがネットワーク�にあるモジュール、またはX$$%されているモジュ
ールを;0できるように、デフォルト�7（DHCP/APIPA）を�®することをおÊめ
します。もちろん、Ì7IPアドレスでモジュールをパラメータ�することもできま
す。これは、PCまたはノートPCにも^てはまります。°d：これにより、¡にノー
トPCを_�ネットワーク(DHCP)に$%しないで、N�かつA_�にネットワークを
¶»することができます。しかし、ノートブックとモジュール（peer-2-peer）�の
X$]sは、A_アドレス�7（APIPA）を4"することで、!¼に#lにN�で
す。

� もちろん、PCやモジュールのEthernetネットワークアダプタは、¡7のIPアドレスと
サブネットマスクを4ってB_で�7することもできます。

FireWire $%をÂしてX$ IP-over-FireWire を�7する��は、���な Quantum X
ユーザマニュアル（¹_ Web サイトからダウンロード>)なドキュメント
A03031）をeIしてください。

モジュールのIPアドレスをk�するには：
� A_�7のためにDHCP/APIPAを½Vにしてください。QuantumXにX$$%されて

いるPCは、!¼にDHCPに�7してください。
� B_�7：DHCPをjVにし、PCで4"しているのと!じサブネットマスクアドレス
を�oします。�?をI>するようにモジュールのIPアドレスを��します（¨�の
·をeI）
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x：
B_でIPアドレスを�7する – モジュールÍ

k� IPアドレス: サブネットマスク
��Îのモジュール 169.1.1.22 255.255.255.0
PC /ノートブック 172.21.108.51 255.255.248.0
��¾のモジュール 172.21.108.1 255.255.248.0

PCとモジュールのIPアドレスのWÏの3¿の(Sグループは!じ
でなければなりません。
サブネットマスクアドレスの(Sグループは、モジュールとPCで!�でなければなりま
せん！
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A_�7

モジュール�7

PC�7

B_�7：

モジュール�7

PC�7

D3.6 zffgの��w

Ethernetk�：PCのIPアドレスをz{する
Ì7されたP�IPアドレスでモジュールを]sする��は、[Alternative
Configuration(����)]（Ì7IPアドレスとサブネットマスク、ユーザ78）を4"す
るefがあります。[Alternative Configuration(����)]は、TCP/
IPの¨にあるEthernetアダプタのプロパティの2の TCP/IP properties (fixed IP address
and subnet mask, user-defined)にあります。
� コントロールパネルで、[ネットワーク�
] をQÀします。
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� LAN$%のQÀ。に� されるÁ8D3.7
が� されます。プロパティをクリックします。

D3.7 ネットワークプロパティ
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� プロパティボタン(D3.8) をクリックします。

D3.8 TCP/IPv4
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� IP address と Subnet mask (D3.9)を�7。

D3.9 IP およびサブネット

� OKÂします。

Ethernetネットワークでのモジュールの}_
� DHCPを½VにしてOKをÂします。�の�
Á8が� されます：

D3.10 DHCP |�}�

� �7を�7して、YesをÂします。TÐの�7でモジュールがÄ6_されます。
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メモ
イーサネット�� DHCP/APIPA では、 DHCP サーバが QuantumX モジュールに IP
アドレスを�り�てるのに��の��がYIになることに��してください。ハードウ
ェアをネットワークまたは PC にfgした�、�30��ってから
catmanを��します。そうしないと、デバイスが�つからない^_%があります。

3.3 k~

3.3.1 MXFSのk~�L
MXFSインテロゲータを�*する"は、その�*に��してください。MXFSインテロゲ
ータにはアクティブな./C*がついていないため、 Ãを,ぐために./の·い��
をQÀすることがAfです。
MXFSインテロゲータは、a)にw+をªえることなく、Ñ�の+zに�*できます。た
だし、Gチャネルに$%されているGファイバケーブルは、ひずみや?¤をRけるため
に��して@り¦うefがあります。
Quantumシステムアセンブリでは、9のa にÄべてÃが��する>)
があるため、
MXFSインテロゲータを�Å¬に�*することをおÊめします。
ご��がある��やサポートがefな��は、HBK FiberSensingにお�い�わせくださ
い。

3.3.2 ��ケースクリップ
モジュールのエレクトロニクスは�:ケース（CASEPROT）で^まれたS��ハウジン
グに[みTまれています。これは、いくつかのデバイスをÆみAねて4"する��に、
センタリングにも§�ちます。またaÇ�?¤にrする�7の£1の�:が>)です。

D3.11 MXFSケース��あり
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1 MXFSハウジング;
2 �:ケース;
3 ¬�サイドカバー；
4 ¨�サイドカバー。

モデルはクリップオン$%(�`Å51 - CASECLIP)をÂして�ÈにÌ7することができま
す。
� 2.5ÔÉドライバ（½２のÅ51）を4"して、Xフレームケース�:（½１のÅ52）
を@り¼し ます。ネジはデバイスのÕ8からアクセスできます。

D3.12 ケース��の�り+し

お.らせ
�のDに�すハウジングクリップの�り�けは、ハウジングの��に�eするYIがあ
ります。��にYIなCASECLIPセットは1つだけです。
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D3.13 MXFSケース���し

� 2.5ÔÉドライバを4"して、¨�サイドカバー（D3.11の4Å）を@り¼します。¬
�サイドカバーを�7のÖ*に�®します。

D3.14 �	サイドカバーの�り+し



MXFS
H126

� 2.5ÔÉドライバとA�のネジとワッシャを4"して、¨�サイドカバーの×わりに
CASECLIPを@りAけます。

D3.15 CASECLIPの�り�け

D3.16 CASECLIPがついているのMXFS

� オプションで、Xフレーム�:を@りAけXします。これで、9のQuantumXモジュ
ールと!¼に、インテロゲータをaのモジュールまたはCASEFIT (�`Å51 -
CASEFIT)にクリップできます。
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3.4 ステータスYZ

D3.17 MXFSP�D

MXFSのÎ8パネルには、Vなる±でdÊするシステムLEDがあります。

システムLED
Ë エラーなしでÌØ2
Í システムは�Ùができていません。�ち¬げqP2

- Gモジュールがウォームアップ2です
- Gモジュールがビジーです
- NTP/PTP が!
していません

ÍのdÎ ダウンロード2、システムは�Ùができていません
- ファームウェアのアップグレード2

W エラー

3.5 メンテナンス

3.5.1 ���"
HBKG±Fインテロゲータには、a の1しい_sを��するためにWt�の
Wt�の_s�§をefとする,-�
（./ファン、G±コネクタアダプタ、バッ
テリなど）があります。,-�
は、4"4Ïや、Ð1、D1、ほこりなど
a が_sする�"�§にÚÛするコンポーネントであるため、�7��のr)とな
ります。
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7
メンテナンスは、q"のH1�§を��して、おÜ¼が�Áおよび~yする
efがあります。,-�
の��は、¯XのÝÞがÑkまたは�L¬のÃß�に
��にYることができる��にのみ*"されます。

3.5.2 ��
MXFSは、アクティブ./のない�fa であり、デバイスのÃ�Òにファンを4"し
ないことを��します。�Ã@´は、デバイスの_sD1¬ÓÅ¼のD192にさら
されないようにしてください。

3.5.3 �コネクタ
インテロゲータのGコネクタはà�しやすく、ZÔ�によってq"に>?する>)
が
あります（セクションを�� 3.9.2）“��したコネクタ”)。
このような��は、­yのためにインテロゲーターをHBK FiberSensingに=Kするef
があります。

3.5.4 ��
BraggMETERインテロゲーターには、NISTトレーサブルガスセルが�Oされており、l
に01された=7を��します。このため、:��な7
01はefありません。た
だし、��¬のyoや���áにより、7
�な
701B;がefになる��があ
ります。このような��には、キャリブレーションサービス(�`Å5S-FS-CAL)
が°">)で、HBKにリクエストすることができます。

3.5.5 ファームウェアのアップデート
QuantumXの]sに4"するファームウェアとソフトウェアは、lにWiの45に�つ
ことをおÊめします。
� WiのファームウェアをHBMのWebサイトからダウンロードしてください。

catman®を4"しない��は、HBKのウェブサイトからのQuantumXソフトウェア
パッケージをダウンロードしてください 。
\HBM\cat­ manEasy\Firmware\QuantumX­B、または、
C:\Tempの¨にファームウェアを�Ûしてください。

� catman を6_し、ネットワークでモジュールをスキャンして、ªÀされるファーム
ウェアアップデートをqPします。catman にはファームウェアがA�していま
す。これは�lÅ¨の��にM!されます： 
C:\Program Files\HBM\catman\Firmware\QuantumX­B.

Catmanを4"していない��のモジュールのファームウェアをアップデートする+�
については、���な QuantumX ユーザーマニュアル（¹_Webサイトからダウン
ロード>)なドキュメント A03031）をeIしてください。

3.6 �^B��の��にリセット
MXFSモジュールをJ�023の�7にリセットすると、デバイスで4"されている�7
がâ[されます：
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� すべてのチャンネルを#アクティブにします;
� �7されたすべてのã´をâ[します；
� すべてのセンサタイプを«r9�に��します;
� ゼロバランスSをâ[します。
リセットは、 MX Assistant 、 Common API 、または catman
ソフトウェアを4"してqPできます（�Lは�をeI: セクション4.3
“�e0のリセット”, の69ページ).

3.7 �センサへのop

3.7.1 ��と��

3.7.1.1 コネクタ
MXFS のÎ8パネルには、FC/APC Gコネクタが 8`あります（D3.1をeI）。
このデバイスは、!じGファイバにXw$%された'(のファイバブラッググレーティ
ング（ FBG ）センサをä?する�Ùができています。

D1

ひずみ

ひずみ åÕ

D3.18 ��"なセンシングネットワーク

3.7.1.2 チャンネル*
{Gコネクタは16チャンネルにrUしています。つまり、�C*は、{Gコネクタごと
にWu16`のファイバブラッググレーティングピークを\み@ることができます。
デバイスのチャンネルは、4"する9�の@^（ã´）とæ�9�を78することによ
って、 catman ソフトウェアを4"して¶¸できますD3.19。
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D3.19 チャンネルと ¡

1 Gコネクタあたりの4">)な9�@^（1500 nm ～ 1600 nm）。
2 $%されたファイバの=7スペクトル（ij）。
3 W¢9�（nm）
4 Wu9�（nm）
5 eI9�（nm）（そのチャンネルにrして«r9�=7がPわれるS）
{チャンネルは、;çに�èなく、¬�の 1つの@^にrUできます。@^はA'でき
ません。

ヒント
MX Assistantで ¡の¢�£>と�¤を�¥できます。ただし、<¦からスペクトルを
��したり、 ¡を§�で¨�/©ªしたりすることはできません。スペクトルを«¬­
したり、�¤した ¡を§�で�®するには、�¯のcatman®
Easyソフトウェアをopします。

お.らせ
 ¡�の<±��は0.5 nmです。 ¡�の��のZ�が±さい)Uは、オーバーラッ
プと�なされます。
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=7は、@^�でファイバブラッググレーティングピークが;0された��にのみPわ
れます。78された@^�にピークが�つからない��は、オーバーフローSがªえら
れます。

3.7.1.3 FG
9�Sは、ファイバブラッグMfijスペクトルのピーク3の9�にrUします。これ
は��にブラッグ9�とéばれます。

D3.20 ²�

1 9�]（nm);
2 FBGijスペクトル
3 FBG ピーク;
4 9�S（nm）

�AFG
すべての=7SをÄ^する9�Sをæ�9�とéびます。78された{チャンネルごと
に、1つのæ�9�をチャンネルのW¢9�SとWu9�Sの�にÌ7するefがありま
す。
æ�9�は、キャリブレーションされていないセンサの��は、=7のゼロSです。キ
ャリブレーションÖみセンサの��は、キャリブレーションシートに��されているæ
�9�を78するefがあります。

��FG
T�された{サンプルにおける FBG ピークの9�S。
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3.7.1.4 �X
:1のSは、ピーク9�でのファイバブラッググレーティングによってijされるGパ
ワーにrUします。

D3.21 N³

1 :1]（dBm）;
2 FBGijスペクトル;
3 FBG ピーク;
4 :1S（dBm）。
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3.7.1.5 ダイナミックレンジ
Gインテロゲータのダイナミックレンジは、ファイバブラッググレーティング�の:1
Sの@^とéばれ、1しく_aおよび=7できます。

D3.22 ダイナミックレンジ

1 :1]（dBm）;
2 9�]（nm）;
3 FBGijスペクトル;
4 =7>)なWu�=:1;
5 =7>)なW¢:1;
6 ダイナミックレンジ (dB)。

3.7.1.6 スマートピーク��B(SPD)
SPD では、{�7>)なã´�で FBG ピークを`aに=7することにより、インテロゲ
ータがl�する�ダイナミックレンジをV<�に4"できます。
MXFS DIは、Ì7しきいS 3 dB を��して、デバイスのコンフィグレーションを�×に
します（D3.23）。すべての9�Sは、FBG ピークの8Æが:1のêpを`えているこ
とを��して�Hされます。
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D3.23 スマートピークa£>コンセプト

1 FBGijスペクトル;
2 FBG ピーク;
3 9��Hに4"される@´。

D3.24 ��のスマートピークa£>

{センサ@^�では、1つのFBGセンサのみが�Hされます。�lの?5（1）、t:1
?5（2）、および�:1?5（3）は、=7を?なうことなく、!じGコネクタ¬にë
Ûできます。'(のピークがしきいS（4）を`え、SPD によって=7の�aがSbされ
ることがあります。これは、この4Ïでも�%�に��することもあれば、3々��す
ることもあります。
f{すると、l�されるì
のz¬は、ijØのtい FBG とijØの�い FBG
がëÛし、?5?Æがしばしば�aとなるmÙの+�の��をíÚするのに¡に*して
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います。したがって、SPDは=7の'7
とQ1をz¬させ、�いT��1でもシステ
ムのVØをz¬させます。

3.7.1.7 ud
ピーク9�の��はGインテロゲータからの?5を¶¸し、�y�なSにスケーリング
することができます。

D3.25 ·H

1 チャンネルに78されたæ�9�（λ0）(=Öは nm )
2 チャンネル�の=79�(λ)(nm =Ö)
3 チャンネル�の9��_(nm =Ö)。ピークがチャンネルに78されたã´から¼れ

た��は、オーバーフローSが� されます。
9��_は�.è(をÂして?5に��します。
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�bfgなセンサタイプ

センサタイプ $% BC
Ûr9� Ûr9�センサの0

oは、FBG ピークで=
7される9�Sです
(D3.19 の2ÅeI)

λ

«r9� «r9�センサの0
oは、FBG ピークで=
7される9��_です
(D3.25 の3ÅeI)

λ� λ0

ひずみ センサの k
è((k)にæづいて、9
��_をひずみに�.
しました。
デバイスレベルのひず
み=7はD1Üîされ
ていません。

λ� λ0
k � λ0

D1 キャリブレーションè
((S2 , S1  and
S0 )にæづいて9��_
をD1に�.。�.F
は 2�c�Fです。

S3�(λ� λ0)
3�S2�(λ� λ0)

2 �S1�(λ� λ0)�S0

b�1 キャリブレーションè
((S).にæづいて、9�
�_をb�1に�.し
ました。�.FはRÝ
です。

s � (λ� λ0)

E"c�F Þ2�c�F�.Fの
¾、9��_を��0
oに�.しました。
9のサプライヤのセン
サや、¬�で78した
Vなるタイプのセンサ
に4"できます。

a�(λ� λ0)
3 � b�(λ� λ0)

2� c�(λ� λ0)� d
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��FG���FG
MXFSおよびcatman®では、センサ=7SをÛr9�または«r9�で� できます。
Ûr9�は=7される9�のq"のSを�し、«r9�はb$する2つのピークまたは
¡ß�の9�の�を�します。
どちらのSも!じデータ�の9`»を4"してK?できます。Ûr9�でデータを� 
する��、=7のQ1は、1500 nmから1600 nmの@^で_sしているため、¢(dÅ
¨の4¿�までです。�+、«r9�でデータを� する��は、�_�Hのæ�にU
じて、¢(dÅ¨のWu7¿の(»でSを� できます。これは、«r9�=7では、
Ûr9�=7よりも1�な=7が>)であることを��します。
Ûr9�� と«r9�� のどちらをQÀするかは、=7タスクの¡7のf§と4"
するセンサの¡
にæづいてà7するefがあることに��することがAfです。
どちらの+�にも°dと�áがあり、1�で?c
の�い=7}<を��するために*
�な+�をQÀするefがあります。
MXFS ?5は、 FBG ピークSと1r1の�èを®ちます。これは、'(の FBG
を4"する'dなセンサ、または 2つのFBGのSを4"してqPされる�Hは、デバイス
�でqPできないことを��します。

3.8  ¡¢X

3.8.1 スピードモード ：
MXFS DIは、 2つのスイープレーザー�1にrUする
2つのVなる�1モードで_sします。

MXFS DI
t�モード 100 S/s
��モード 2000 S/s

お.らせ
�³モードを¸¹すると、�e0はº��します。

このようなデータレートで_sしたり、フィルタリングまたはダウンサンプリングによ
ってサンプル(をâらしたりできます。
�Lについては、セクション 4.2.1 “サンプリングレート”の47
ページをeIしてください。

3.8.2 £¤¥¦
HBKファイバセンシングの BraggMETER など、レーザーベースのGðã�をスイープす
る��は、Gðã�とセンサ�のケーブル�がij=7の=7にw+します。
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このw+は、Gモジュールのq"のサンプリングレートにÚÛする9�=7の�7シフ
トです。=79�のシフトは、tいT�レートまたはäい��ではjåできますが、�
いサンプリングレートまたは�い��ではAfになります。
スイーピングレーザー��»¼
これは、��データT�にefなスイーピングレーザーの�1がz¬しているためです
。スイーピングレーザーは、3��にさまざまな9�を�jします。ファイバブラッグ
グレーティングセンサからij9�を=7する+�は、 FBG
からijピークが;0されたときに�0される9�を_aします。@Y�1がæくなる
と、Gが�_する��によって�じるeçのw+がuきくなり、Ûr9�のQ1がt¨
します。��が�くなると、!じV<がTれます。
½¾²���エラー
T�レートと��による9�シフトは�のとおりです。

レーザー¢XのスイーピングによるFGのシフト

Δλ �
d � 2 � n � RepRate � FullRange

DutyCycle � c

ここで：
Δλ はnm=Öの9�シフト;
d はセンサと�=C*�の��（m）です。
n はファイバのñèØ（º�のSMF28では1.446）です；
RepRate は、Gモジュールのq"のT�スキャンです（BraggMETER
インテロゲータの��は、QÀしたT�レート（Hz=Ö））。
FullRange は、=7された9�@^のòです（BraggMETERインテロゲータの��は
102nm）。
DutyCycle は@Y
�を�す7(です（MXFSインテロゲータの��は 0.85）。
C はGの�1（3 ｘ108 m/s ）です。

つまり、MXFS では、9�のシフトは、��とデータT�C*で78されたT��1の
�(によって78されます。

MXFSにおけるレーザーのスイーピング¢Xにより、FGがシフトします

Δλ � 2 � 1.446 � 102
0.85 � 3 � 108

� d � RepRate � 1.1568 � 10�6 � d � RepRate

�の�では、さまざまなデバイスとオプションのインテロゲータ
とセンサの�の��によって�じるセンサ\みS（PM の9�シフト）のgいについて
��します。
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£¤(m) サンプリングレート (S/s)
100 2000

10 1.2 23.2
50 5.8 115.9
100 11.6 231.7
150 17.4 347.6
200 23.1 463.4
500 57.8 1158.5
1000 115.7 2317.0
1500 173.5 3475.5
2000 231.4 4627.2
5000 578.4 11568.0
�3.1 ²�シフト（pm）

��ÀP
Gセンサの=7では、�の2つの�§がéたされる��に��Ü1をPうことをおÊめし
ます。
� êëの��/T�レートにより、インテロゲータの「Q1」よりもuきなエラーが�
�する。

� =7はÛr9�=7にæづいており、これはD1センサのみに>^します。ìりのセ
ンサ=7Sは、æ�Sにrする9�の�_、またはÁいに#lにhい2つのFBGにæ
づいています。

��によっては、インテロゲータとセンサ�のケーブル��を�y�に¦�することが
óiになることがあります。ただし、��は、たとえば 2
つのVなるT�レートでセンサを=7することでí=に�Hできます。
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,じセンサの���を�§しながら、2つの¨なる�§レートをabした£¤©ª

d �
λRepRate1 � λRepRate2

RepRate1 � RepRate2 �
DutyCycle � c

2 � n � FullRange
ここで：
d はセンサと�=C*�の��(m)です。
λRepRate1 は、@YレートRepRate1(Hz)で=7されたセンサ9�(mm)です。
λRepRate2  は、@YレートRepRate2(Hz)で=7されたセンサ9�(mm)です。
DutyCycle は@Y
�を�す7(です(MXFSインテロゲータの��は 0.85);
C はGの�1(3x108 m/s);
nはファイバのñèØ(º�のSMF28では1.446)です；
FullRange は、=7された9�@^のòです(BraggMETERインテロゲータの��は
102 nm);

MXFSでは、2つの�1モードを4"して���HをPうことができます。

2つの¢Xモードをabした£¤©ª

d �
λ2000]S�s � λ100]S�s

2000 � 100 �
DutyCycle � c

2 � n � FullRange

�
λ2000]S�s � λ100]S�s

2000 � 100 � 0.85 � 3 � 108

2 � 1.446 � 102 � (λ2000]S�s � λ100]S�s) � 454.98

ここで：
d はセンサと�=C*�の��(m)です。
λ100  S/s  は、tいサンプリングレート(100 S/s)で=7されたセンサの9�;
λ2000  S/s  は、�いサンプリングレート(2000 S/s)で=7されたセンサの9�;

��を1しく�Hすることで、9�=7のシステム¬のZ�を¡7し、センサの�Hを
Fîできます。

ヒント
catman では、ÁÂチャンネルをopして��ÀPを�Ãします。

3.8.3 フィルタ
MXFS は、9の QuantumX モジュールと!¼にローパスフィルタリングをサポートしま
す。4">)なフィルタは、Bessel、Butterworth、linear phase です。
�Lについては、チャプタ4.2.1.2 “サンプリングレートとフィルタ”の48ページをeIし
てください。
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3.9 ��のトラブルシューティング

3.9.1 Rれたコネクタ
コネクタを$%するÎに、コネクタをïðすることが#lにAfです。そうしないと、
W¼RアダプタにほこりやÐ/がAñし、=7Sが?なわれる>)
があります。
D3.26に、³uされたコネクタのÁôが� されます。òいó±のõはファイバクラッ
ドにrUし、¢さいó±のõはファイバのコアになります。きれいなコネクタのöの½
と�れたコネクタの÷の½が� されています。

きれいなコネクタ �れたコネクタ

D3.26 ÄれたコネクタときれいなコネクタのÅ=D

$%�の�れのWも���なw+により、$%�でv+zにuきなブロードバンドGが
ijされ、=7のダイナミックレンジが¢さくなります。

D3.27 Äれたコネクタが·HにÆえるÇ�
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1 :1 (dBm);
2 9�(nm);
3 きれいなコネクタスのペクトル;
4 �れたコネクタのスペクトル;
5 ダイナミックレンジ のâø。
G±Fインテロゲータアダプタをクリーニングするには、イソプロピルアルコールでÐ
らせた*�なôõを4"します（�?"Gファイバによく4"されるクリーニング"ô
õが��で0�Bできます）。オプティカルアダプタにôõをÔ�し(D3.28)スワブをl
に!じ+zに�1させます。

D3.28 インテロゲータのコネクタアダプタのクリーニング

3.9.2 «¬したコネクタ
また、データアダプタのスリーブが>?することもあります。この��、Gコネクタを
Ô�しても、*�なÖ*�わせがPわれず、=7Sが?なわれます。>?したスリーブ
は、 D3.29に すようになります。

D3.29 ��したコネクタ
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この�aをSàするには、 HBKファイバーセンシングにお�い�わせください。

3.9.3 ��Hな��オーバーフロー
MXFSの_s2に、��の��パラメータのÄFîがefになる��があります。こ
の]s2、ユニットはすべてのチャネルのすべてのセンサにrして�3�にオーバー
フローSを� します。このイベントが��する�Øは、D1��がuきく、サンプ
リングレートが�い��にùbします。D1'7¾は、=7は2�することな
くqPされます。

ヒント
このイベント（オーバーフロー）と��·HのÉÊの¸­をË�しないようにするた
め、catmanで�レベルまたはÌレベルのÍÎアラームが��されている)Uなど
に ったアラームがÐÑする^_%があります。アラームを�¤す
る�に!Òな�ち��を��することをおÓめします。catmanでのアラーム
と�ち��の�	については、catmanの�Ô"ÕÖA05566（ウェブサイト
で×§^_）-214ページおよび215ページを��してください。
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4 CATMAN ソフトウェア

MXFS には、catman Easyソフトウェア"のライセンスが 1 つ~まれています。このライ
センスは、デバイスの¶¸に4"するefがあります。
MXFS は、catmanバージョン 5.4.1 ÅJとÁ.
があります。

4.1 MXFS をabしてプロジェクトの¯°
� catmanソフトウェアを6_します。
� [ スタート メニュー] で、デバイスタイプとして QuantumX/SomatXR をQÀします。

D4.1 [スタートメニュー]

� QuantumX/SomatXRデバイスタイプをQÀします。
� $%+�（;öポート）をQÀします。
� ��のモジュールをQÀします。
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D4.2 fg

� i�の=7プロジェクトを�]。

お.らせ
MXFS ゲートウェイr_は catman ではサポートされていません。MX Assistantをop
してゲートウェイr_をOFFしてください。

4.1.1 ,-
MXFS には、さまざまな!
+�があります。これらの�7+�の�Lについては、
catman ユーザーマニュアル（A05566）をeIしてください。
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4.2 MXFS bの Catmanプロジェクト
MXFS デバイスでiしいプロジェクトを�]すると、MXFSのすべてのチャンネルをチャ
ンネルリストに�oすることで、catmanが�]されます。

D4.3 DAQチャンネル

デバイス¬でã´@^（9�の@^）を78したチャンネルは、アクティブ
と�なされ、78されていないチャンネルは �アクティブと�なされます。
チャンネルの78の�Lについては、セクションの4.2.2
“Configuring ranges of wavelength（²� ¡の��）”ページを 50eIしてください。

ヒント
#アクティブなチャンネルを#��にするには、ディスプレイフィルタを$き、Hide 
inactive channels （#アクティブなチャンネルを#��にする）を%Úして
Apply*"(D4.4)をÛします。
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D4.4 #アクティブなチャンネルの#��

4.2.1 サンプリングレート

4.2.1.1  ¡¢X
MXFS は、 2つのスイープレーザー�1にrUする 2つのVなる�1モードで_sしま
す。これらのモードは、 catmanで�7できます。

MXFS DI
t�モード 100 S/s
��モード 2000 S/s
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D4.5 Ü��³

� MXFS チャンネルのサンプリングレートコラムを÷クリックします。
� ��モードのオン/オフをQÀします。

お.らせ
�³モードを¸¹すると、�e0はº��します。

hi
スイーピングレーザーをpいた インテロゲータでは、インテロゲータとセンサ�のケ
ーブル&Ýの�さによって��aが¸­することがあります。
�	については、 yの 3.8.2��Þß 37 ページを��してください。
catmanでは、YIにàじてÁÂチャンネルをopして��ÀPを�Ãします。

4.2.1.2 サンプリングレートとフィルタ
T��1に�èなく、モジュールでは9の QuantumX モジュールと!¼にダウンサンプ
リングとフィルタリングを4"できます。4">)なサンプリングレートとフィルタは
�のとおりです：
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MXFS DI ±¢モード (100 S/s)

フィルタカット
オフ²F*(Hz)

�bfgなサンプリングレート

0.1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
0.2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
0.5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100
10 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100

MXFS DI ³¢モード (2000 S/s)

フィルタ
カットオ
フ²F*
(Hz)

�bfgなサンプリングレート

0.1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
0.2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
0.5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
1 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
2 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
5 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
10 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
20 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
50 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
100 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
200 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10 20 50 100 200 500 1000 2000
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4.2.2 Configuring ranges of wavelength（FG´µのk�）
ã´（{チャンネルの9�@^）を�7するには、�のB;をqPします。
� catman の¬�リボンにある「@^の�7」ボタンをÂして、「@^の�7」ウィン
ドウを�きます。

D4.6 [  ¡の�� ] ボタン

hi
�� ¡インターフェイスで�¥されたすべての¸¹は、
ApplyボタンをÛした�にだけアクティブになります。¸¹を!pせずにâãすると、
チャンネルリストではなく�e0に��されません。
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D4.7  ¡の��}�

� およびバンド÷�は、{コネクタaに&�してqPするefがあります。
� コネクタボックスでQÀしたコネクタを��します（D4.8）。
スペクトルは、@^の�7ウィンドウがéび0されたø�に=7されたとおりに� さ
れます。
� スペクトルを�iするには、スペクトルの�� ボタン (D4.8）をÂします。
� ù%�なアップデートについては、ライブアップデートにチェックマークを�れま

す。(D4.8)をQÀ。
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D4.8 Update Spectrum（スペクトルの¹ä）

QÀしたコネクタのチャンネルは、さまざまな+�で�7できます。

4.2.2.1 �Bされたピークのバンドを¶·Hに��します
�C*は、ijスペクトルのピークを;0し、;0された{ピークのバンドを_に�7
できます。_バンド;0では、ピークSを;0し、そのvÍにハーフバンドò(number
2、D4.9の)でピーク(number 1、D4.9), をピークしSを2úとした9�の=7@^を7
8します。

D4.9 ¢�バンド�¤

Á8のW¨ûで
� バンドòをnm=Öで78します。ã´òは、チャンネルの(9�@^にrUしま

す。
� �!をクリックします。
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D4.10 ¢�£>

A_;0されたバンドは、Å¨の+�でFîできます。
� ��のチャンネルラインをQÀします（ラインは�¬でjで:F� され、バンドò

はグラフ¬でËで:F� されています） - D4.11の1"を4"。
� �に、W¢バンドS、WuバンドS、およびæ�9�（2 インチ、または）を��し

ます->D4.11の2"を4"。
� または、ボトムにあるスクロールバーでW¢バンドS、WuバンドS、およびeI9
�をFîするには、½4.11の3Åを4"。
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D4.11 バンドを�®します

�7@^インターフェイスでqPされる��は、WÏはソフトウェアレベルでのみPわ
れるため、�Ùができたら78をデバイスに1Kするefがあります。
� ��をデバイスに1Kするには、 [#$]をÂし ます（D4.12）。

D4.12 デバイスに�¤を!p

4.2.2.2 バンドを¸·で¹ºに��
テーブル¬の��を÷�することで、バンドをs¸できます。
チャンネルをQÀ：
� テーブル¬でラインをQÀします（ラインはテーブル¬でjで:F� され、バンド

がすでに78されている��は、グラフ¬でËで:F� されます）。
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QÀしたチャンネルにrしてqPできるアクションは�の�りです：
� â[。
÷クリックし、[%&（Delete）] をQÀする。

� s¸または÷�。
セルをダブルクリックして�oまたは÷�します:
- チャンネルú;
- バンドのW¢9� (nm);
- バンドのWu9� (nm);
- eI9� (nm)。

お.らせ
バンド�の<±スペースは0.5 nmです。

また、バンドòを78するÖ*の¬でグラフを÷クリックし、[この,-にバンドを�
!（Create band in this place）] のオプションをQÀすることもできます。これによ
り、QÀしたチャンネルのバンドのA_;0の�7を78した、クリックしたピクセル
の2úにあるバンドが78されま す。

D4.13 バンドåの¨�または©ª
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efなã´をすべて78したら、 Apply(#$)
ボタンをクリックして、�7ウィンドウをkじます。

4.2.3 �»~のセンサ

ヒント
デバイスの¦�チャンネル��をクリーニングするには、センサを%Úし、
センサの;<とリセットを%Úします。

D4.14 センサのfgを+す

�C*に�7できるセンサにはさまざまなタイプがあります（�Lについては、セクシ
ョン3.7.1.7 の·Hページ35をeIしてください）。
� 「センサ/a)」wをダブルクリックして、��または�7をPいます、
センサをデバイスに$%します。
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4.2.4 ソフトウェアのセンサ
MXFS$の?センサ は、catman データベースのGeneral Sensors >
MXFSで4"できます。

D4.15 センサデータベースの センサ
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4.2.4.1 FG
9�として78されたセンサは、9�を nm で0oして� します。Ûr9�Sと«r
9�Sのv+をQÀできます：

D4.16 ½¾²�センサタイプとæ¾²�センサタイプ

Wavelength Relative は、 MXFS デバイスの「raw」Sです。これは、そのチャンネルの
FBG ピークの9��_であることを��します。すべてがデバイス�で�yされるた
め、?5にrして�HはqPされません（�Lについては、セクション
の「3.7.1.7·H」30ページをeI。

«r9� λ� λ0

Ûr9�は、«r9�と78されたæ�9�にæづいて、Ûr FBG
ピークSを�Hします。æ�9�は、デバイスのチャンネルプロパティから@Yされま
す。

9�ÛrS (λ� λ0)� λ0 � λ

4.2.4.2 ひずみ
ひずみセンサをチャンネルにûり^てると、データはひずみに�.されます。ひず
み�Hに��する��を�oするためのSは、センサのドキュメントにpAされていま
す。
ひずみセンサは、D1Ü1なしまたはD1Ü1ありのどちらかで78できます。
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ひずみ（¼�なし）

D4.17 ひずみ（ÀPなし）

FBG üみゲージのゲージè(（k）は、それぞれのマニュアルに��されています。
FBG ひずみセンサのæ�9� (λ0) は、ゼロひずみでの9�にrUしているefがありま
す。これは�*¾に=7するefがあります。B_で�oすることも、
[Measure（B�）]ボタンを4"してq"の=7によってA_�に78することもでき
ます。

ひずみ λ� λ0
k � λ0

½X¼¾�きひずみ
ç³センサをopします
D1チャンネルを4"してひずみ=7にrするD1のw+をÜ1する��は、
2つのセンサによってýじられるD1��が!じであることを�
するefがあります。
この+�でD1Üî"にQÀしたチャンネルは、D1センサとして�7するefがあり
ます。
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D4.18 ç³センサをopしてç³Àèするひずみ

FBG üみゲージのゲージè(（k）は、それぞれのマニュアルに��されています。
D1��ý1（TCS）は、ひずみセンサにrするD1のw+にrUしています。
これは、D1が 1℃��したためにセンサを@りAけた¾に�じるひずみを��しま
す。センサのマニュアルに��されているSです。
4"するÃþ´è(（CTE）は、ひずみセンサが@りAけられているÑkであるefが
あります。これにより、ひずみ=7のÑkのÃþ´のw+がなくなります。この³´を
­1しない��は、4"するSをゼロ（0.0）にするefがあります。
FBG ひずみセンサのeI9�（λ 0）とeID1（T 0）のeI9�は、ひずみゼロのø
�におけるひずみセンサの9�と、D1センサが!じø�に=7したD1にrUしてい
るefがあります。これらのSは、�*¾に=7するefがあります。これらのSはB
_で�oすることも、[Measure（B�）]ボタンを4"してq"の=7によってA_�
に78できます。

D1センサを4"してD1Üîするひず
み

λ� λ0
k � λ0

� (CTE� TCS)(T� T0)

ÀèpFBGのop
このÜ1+�は、!じÑkに@りAけられている2x�の!üひずみセンサを4"して、
D1Ü1のために!じD1��が��し、aÇ�ひずみが��していない��にQÀす
るefがあります。この+�でD1ÜîにQÀするチャンネルは、ひずみチャンネル
(εTC)であるefがあります。
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D4.19 Àè FBG をopしたÀè�きひずみ

このSは、�*¾に=7するefがあります。B_で�oすることも、
[Measure（B�)]ボタンを4"してq"の=7によってA_�に78することもできま
す。

Üî FBG を4"したÜîAきひずみ λ� λ0
k.λ0

�
λTC � λ0TC

k.λ0TC
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4.2.4.3 ½X
HBK FiberSensing�の01ÖみD1センサは、01���をpAしておýけいたしま
す。D1によるc�Fの�_を します。

D4.20 ç³センサ

Sn è(は、センサのマニュアルに��されているSです。

hi
2�キャリブレーションv�êをëつセンサの)Uは、S3 がゼロに��されていることを
|�します。

D1センサのeI9�（λ0）は、センサのマニュアルに��されているeI9�にrU
しているefがあります。

D1 S3�(λ� λ0)
3�S2�(λ� λ0)

2 �S1�(λ� λ0)�S0
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4.2.4.4 ¿¢X
HBK FiberSensing�の01Öみb�1センサは、01���をpAしておýけいたしま
す。b�1をRÝFでスケーリングされています。

D4.21 d�³センサ

キャリブレーションè(（S）は、センサのマニュアルに��されているSです。
FBG b�1センサ（λ0）のeI9�は、ゼロø�のセンサの9�にrUしているefが
あります。これは�*¾に=7するefがあります。B_で�oすることも、[Measure
（ B�）]ボタンを4"してq"の=7によってA_�に78することもできます。

b�1 S � (λ� λ0)
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4.2.4.5 ÀbÁ�Â
catman では、 FBG を 1 つしか®たない���な FBG ベースのセンサを�7することも
できます。

D4.22 íp センサ

E"Gセンサは、 FBG の9���(λ-λ0) のþ�c�F�(（a 、b 、c
è(）として=7Sを�Hします。
eI9�（λ0）は、B_で�oするか、Measure(B�)ボタンを4"してq"の=7S
でA_�に78 できます。

E"(c�F)Gセンサ a�(λ� λ0)
3 � b�(λ� λ0)

2� c�(λ� λ0)� d

4.2.4.6 Ãªチャンネル
Catmanは、q"のデバイスチャネル¬でPわれた*Uを*き.えることができるGHチ
ャネルをs¸することができ、したがって�データの�0を>)にし、·えば'(のチ
ャネル=7を~むより'dな�Hをs¸することができます。

q�FBGセンサの©ª
ひずみ、D1、b�1、c�FG±センサのGHチャネルは、データベース¬のセンサ
と#lによく�た+�でs¸できます（îGのyからを�� 4.2.4.1 4.2.4.5）。
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D4.23 ïÂチャネル !センサーメニュー

デュアルFBGセンサのÃª
cくのFBGベースのセンサには、D1Ü1=7"の2つのMfがあります。これら
の·として、HBKl�のº�センサ�のチルトセンサ、�Öセンサ、92センサが�げ
られます。catman®において9�=7SをエンジニアリングSに�.するには、GHチ
ャネルを4"するefがあります。

ヒント
チャンネルを「æ¾²�」として�¤し（4.2.4.1yの 「²�」を��58ページ）
×?するðêをñò­します。
この)U、8ó7のôõ²�aが、センサのキャリブレーションシートにG'されて
いるôõ²�aに¹äされていることを|�してください。
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D4.24 ïÂチャネルêのメニュー

ロゼットひずみゲージ
Catmanは、GHチャネル¬のロゼット=7から��するUoSg�Hもサポートして
います。このインターフェースを4"することで、catmanはQÀしたÑ�の(のGH
チャネルをs¸します。

お.らせ
 !êロゼットには60 º/120 ºタイプがあり、3つの���öにはcatmanのメニューと�
÷するa、b、cのマークが�いています。
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D4.25 ïÂチャネルのロゼットメニュー

4.2.5 ゼロバランス
Catman は、=7�]3などにSをゼロにするí=な+�で、プロジェクト¶¸でセン
サをゼロにすることができます。
� 1つまたは'(のセンサのゼロ�7をPうには、��のラインをQÀし、¬�リボン

の ゼロバランスボタンをÂします。

D4.26 ゼロバランス
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� または、ゼロにするラインを÷クリックして、［ゼロバランス］オプション
(Å51、D4.27にある)をQÀ。

D4.27 ゼロバランスおよびリセット��²�

G±Fセンサのゼロ�7をPうと、ゼロ�7のø�に=7Sと!じオフセットがs¸さ
れます。これは«r�な=7には#lに�°なa)ですが、D1=7などのÛr�な=
7やキャリブレーションされた=7を�AにPうefがあります。¡に、ひずみ=7に
rするD1のw+をÜ1するためにD1Sが4"されている��には��がefです。

hi
チャネルレベルでゼロ�©をロックすることで、ç³などの½¾��センサにおいて�
Dしないゼロ­�©を(ぐことができます。ロックされているチャンネルのゼロ��を
øÊ%Úした)U、そのチャンネルは!pされません。

hi
catmanでセンサのゼロ��を¥うと、デバイスレベルでセンサ��へのオフセットが©
ªされます。ゼロバランスは、デバイスにSTされる��aにÇ�します。

4.2.6 ÄÅFGをリセット
ゼロバランスと!¼に、eI9�をTÐの=7Sにリセットすることもできます。
� リセットするラインを÷クリックし、Reset reference wavelength
オプションをQÀ、(D4.27Å52 )。
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これにより、すべての9�=7SがÄ^されるスイッチにrするeI9�Sが��され
ます（�Lについては、デバイスのチャンネルQÀにあるサブセクションの
「eI9�」の3.7.1.3 “²�”ページ 31 をeI。)

hi
��²�のリセットは、ひずみやd�³などのæ¾"なセンサ��に#ùにúûなツー
ルですが、P|な��を¥うために、キャリブレーションシートにG'されている��
²�にýþするç³などの½¾��やキャリブレーションされた��aが�なわれま
す。��²�のaをリセットする)Uは、ùに	�の��を�ってください。

4.3 �»~のリセット
MXFSインテロゲータは、Catman ソフトウェアを4"してJ�023の�7にリセット
できます。
� デバイスúを÷クリックし、Device Reset（デバイスリセット）をQÀします。

D4.28 デバイスのリセット
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� リセットオプションのQÀ。

D4.29 デバイスリセットオプション

1 すべてのチャンネルのJ�023�7。QÀした��、リセットの}<は�のように
なります：
- すべてのチャンネルを#アクティブにします;
- すべての�7Öみã´をâ[します;
- センサのタイプを「«r9�」に��します;
- ゼロバランスSをâ[します。

2 チャンネルúのリセット：
- すべてのチャンネルúをデフォルトに��します（ < デバイスú > _CH_<
コネクタÅ5 > - < チャンネルÅ5 > 、·： MXFS8 のコネクタ 2 のチャンネル13
では MXFS8_CH_2-13 ）。

3 [Activate TEDS] オプションは MXFS には4"できません。
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